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                 Mitsuru Tsujimura 
 
Disruption of local plamt-pollinator ecosystems in the Ogasawara Islands  
by alien species  
                           
 Oceanic islands, which have never been connected to the large continents, 
generally have poor flora and fauna, but have unique ecosystems composed 
of limited numbers of species. The Ogasawara Islands are oceanic islands 
that locate 1000 km south of Tokyo, and have unique plant-pollinator system. 
The main pollinators are solitary bees, flies and moths, whereas social bees 
such as bumblebees, which are the most efficient pollinators in the 
continents, are absent there. However, native insects have been depleted 
especially in inhabited Chichi-jima and Haha-jima Islnads of the Ogasawara 
Islands due to predation pressure of North American green anole, Anolis 
carolinensis since 1980s. Moreover, honey bee, Apis mellifera was introduced 
to Chichi-jima Island for bee-keeping in 1880s, and is the main flower visitor 
in the island now. Thus, plant-pollinator ecosystem in the Ogasawara 
Islands might be disrupted by these alien species of animals. However, such 
ecosystems in the Ogasawara Islands have not been well documented, 
especially due to lack of quantitative observations of flower visitors through 
day and night times.  
   In this study, I quantitatively investigated the flower visitors of the 
Ogasawara native plants using interval photographing function of recent 
digital cameras. I observed flowers of Syzygium cleyerifolium (endemic plant 
species to the Islands) and Planchonella obovata (cosmopolitan plant species), 
which abundantly grow together in the similar habitats. The study sites in 
this study were set in the inhabited Chichi-jima Island as well as in 
uninhabited Ani-jima and Muko-jima Islands. 
   As the results, more than 50 types of flower visiting animals to the 
flowers of two plant species were recorded and identified. Species 
composition of flower visitors and frequencies of each visitor greatly differed 
among the three islands. To the flowers of S. cleyerifolium, which open early 
in the morning, diurnal insects such as bees and flies were frequently 
visiting. Whereas small native bees and hoverflies were the most frequent 
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flower-visitors in Muko-jima Island, alien honeybee was the one in 
Chichi-jima and Ani-jima Islands. Native bees were not observed at all in 
Chichi-jima Island, and were observed in Ani-jima Island, but in much lower 
frequencies than the alien bee. At night, the flowers of S. cleyerifolium were 
visited by nocturnal moths and gecko Lepidodactylus lugubris in all of the 
three islands.  
   On the other hand, the flowers of P. obovata open in the evening, and 
secrete nectar during night. Its flowers were observed to be visited by 
nocturnal flies, oedemeridae and moths in all of the investigated islands. In 
addition, diurnal flies, hoverflies were also observed to visit the flowers at 
high frequencies in Muko-jima Island. Alien honey bee was also observed to 
visit in the Chichi-jima and Ani-jima Island, but in low frequencies.  
   For both of the plant species, the fauna of daytime flower-visitors differed 
much more greatly among the three islands than those during night. It 
might be because nocturnal insects are not under the predation pressure by 
diurnal green anole. Therefore, plant species that depend their pollinations 
on diurnal insects should be more strongly disturbed by green anole. 
Moreover, the number of diurnal flower-visiting insects in Muko-jima Island 
was more than 10 times that in Chichi-jima and Ani-jima Islnad. 
Considering the fact that honeybees frequently visited the flowers of S. 
cleyerifolium in Ani-jima, they might compete and exclude native pollinators 
there. It is necessary to investigate the effects of alien honey bees on 
plant-pollinator ecosystems in Ani-jima Island.  
In this study, I could show that flower visitor observation using interval 
photographing is quite effective to clarify plant-pollinator ecosystems 
especially in the uninhabited islands or at night. I could also show that 
nocturnal flower visitors might contribute much more significantly to the 
pollination systems than formerly expected. I consider that we should 
perform detailed observation of pollinators of various native plant species in 







被子植物の多くは送受粉を訪花に依存している。Ollerton et al. (2011)は、被子植物
の 87.5%の種が動物に送受粉を依存していると推定している。送粉者となる動物として
は、昆虫が中心であるが、鳥類、哺乳類、爬虫類なども知られている(Abe 2006 ; Olesen 
and Valido 2003)。そして、被子植物と送粉動物は共進化をおこして、送粉生態系を形
成している例が多数報告されている(横山 2008)。一方で、被子植物の送粉者に関する研
究は、最も有効な送粉者であると考えられているセイヨウミツバチ Apis mellifera やマ
ルハナバチ類 Bombus などの社会性ハナバチに関するものが中心である(新庄ほか 
2014)。その他の送粉動物の研究は少ない。特に単独性ハナバチは多くの植物の送受粉
に寄与していると考えられている（Klein et al. 2003 ; Winfree et al. 2007）にもかか
わらず、種単位の生態学的な情報に乏しい。また、訪花性ハエ類（双翅目）もチャルメ
ルソウ属植物との 1 対 1 の送粉共生系が観察された例(Okuyama 2012)があるなど、重
要な送粉者となりうるものの、その送粉能力は過度に軽視され、基礎研究が不足してい













約 1000 km 南南東にある海洋島である。北緯 24 度 22 分から 27 度 68 分、東経 141
度 30 分から 142 度 25 分に位置し、亜熱帯気候を有する。およそ 30 の島からなり、北
から聟島列島､父島列島､母島列島､火山列島の順に連なっている(浅海 1970)。小笠原も
他の海洋島と同様に全生物相に占める固有種率が高く、維管束植物では約 30%、昆虫
類は 27%でも固有種である(Shimizu 2003 ; 鈴木・鈴木 2008)。また、小笠原には社会
性ハナバチ類が分布せず、固有の単独性ハナバチ類やガ類、ハエ類に加えて鳥類とオガ
サワラオオコウモリ Pteropus pselaphon が被子植物の主な送粉者であったと考えられ
ている(Abe 2006)。現在、小笠原諸島では様々な外来種が生態系に影響を与えている 
(Shimizu 2003 ; Yamashita et al. 2003 ; 鈴木・鈴木 2008)。それらの外来種の中でも
特に送粉生態系を撹乱している侵略的外来種として、セイヨウミツバチとグリーンアノ
ール Anolis carolinensis carolinensis（以下アノール）が挙げられる。セイヨウミツバ
チは 1880 年ごろに養蜂のために持ち込まれたものが野生化し、現在も父・母島では採
蜜用の巣群が飼育されている(郷原 2002)。セイヨウミツバチは、在来の送粉者と花の
蜜や花粉を巡って競合することが知られている(Dupont et al. 2004)。その結果、一般
的には在来植物の結実率は下がるといわれているが、ほとんど影響しない例や、むしろ
増強している例も報告されている(Dohzono and Yokoyama 2010)。 
現在、小笠原では父・母島でオガサワラクマバチ Mesotrichia ogasawaraensis を除
く在来の小型ハナバチ類がほぼ見られないほど絶滅に瀕している(Kato 1992 ; 郷原 
2002 ; 安部 2014)、代わりにセイヨウミツバチが数多く飛び交っている。かつては、
在来小型ハナバチ類の減少要因はセイヨウミツバチとの花資源を巡る競合に負けたた






島でトンボ類やオガサワラシジミ Celastrina ogasawaraensis などの在来昆虫が激減




では 1960 年代半ばに父島で初めて移入が確認された(槙原ほか 2004)。そして 1970 年
代後半～1980 年代に分布を拡大し、1981～1982 年には母島への侵入も確認された(宮
下 1991)。さらに 2013 年には兄島の南端でも侵入が確認された(東京都報道発表資料、 





部ほか 2004b ; 安部 2009)。 
 このように、小笠原ではアノールとセイヨウミツバチによる送粉系撹乱が見られてい
るが、小笠原の送粉系に関する研究は、戦前から最近まで固有のハナバチ類を中心に断
片的な記録があるだけである(東京府 1914 ; 高橋・清水 2007 ; 大林ほか 2003 ; 苅部
ほか 2004c)。しかし小笠原における送粉系の研究の歴史は浅く、特に送粉系撹乱の研
究は 90 年代以降に始まり(Kato 1992)、情報が徐々に蓄積されてきたものの(Kato 















り(Suetsugu and Hayamuzu 2014)、この技術を用いることで昼夜を通した訪花者の定
量的な調査が可能となっている。そこで本研究でもデジタルカメラを用いて小笠原で個










Syzygium cleyerifolium (Yatabe) Makino とアカテツ Planchonella obovata (R.Br.) 
Pierre の二種を調査対象とした。 
ヒメフトモモはフトモモ科フトモモ属の常緑樹で、両性花をつける小笠原の固有種で
ある。花期は 6 月下旬～9 月中旬であり、秋～冬にかけて果実をつける。集散花序をも
ち、径 5～9 mm の小さな花を咲かせる。花弁は開花直後に脱落し、代わりに多数の雄


















タルカメラ（PENTAX, WG-10 および WG-20, Japan）を用いて開花直前のつぼみを含
む花序の 10 分間隔のインターバル撮影を行った。得られた写真から、開花段階の変化
とその日時を記録した。撮影期間は、ヒメフトモモの花序 1 本を対象として 2014 年 7
月 24 日から 8 月 2 日までの 10 日間、アカテツの雌花のみからなる花序 2 本に対し同
年 7 月 7 日から 18 日までの 11 日間、雄花のみからなる花序 2 本に対し同年 7 月 7 日




防水デジタルカメラを用いて昼夜連続 24 時間以上、2 分間隔の自動インターバル撮影
を行った。撮影は、ヒメフトモモに対して延べ 59 日間、アカテツに対しては延べ 50







jp/pdf/chiiki2501/2501_shiryou 1-2.pdf、2016 年 2 月 9 日確認 ）。聟島は 2015 年時点
でセイヨウミツバチとアノールの侵入は確認されておらず、小笠原本来の送粉生態系が
残されていると考えられている島である。 

































なお、訪花昆虫の種名は小笠原諸島産昆虫目録(2002 年版) (大林ほか 2003)またはレ
ッドデータブック東京 2014 東京都の保護上重要な野生生物種(島しょ部)解説版 (東京












に飛び出し、早朝までにすべての雄蕊が伸展した。開花から 60～90 時間後（平均 3 日






 アカテツの開花の様子を撮影した代表的な写真を図 4, 5 に示した。アカテツの雄花
の開花は 13 時～16 時に始まり、深夜 0 時前後までに花冠が半開～平開した。葯は開花開
始時には既に裂開していたため、日没頃には送粉が可能になっていた(図 6)。開花から 42











  2014 年と 2015 年に、ヒメフトモモに対し延べ 63 日間、アカテツに対しては延べ
50 日間行ったインターバル撮影により得られた写真はヒメフトモモで 51,486 枚（父島
19,007 枚, 兄島 26,560 枚, 聟島 5,919 枚）、アカテツで 38,478 枚（父島 28,333 枚, 兄
島 6,483 枚, 聟島 3,662 枚）となった（表 1, 付表 1, 2）。このうち何らかの動物が撮影
された写真の枚数はヒメフトモモで 4,362 枚、アカテツで 4,408 枚であり、どちらの植
物種も総撮影枚数の約 8～11 %に何らかの動物が映り込んだ。撮影した総花数はヒメフ























た全体の訪花頻度は、聟島では父・兄島の 20 倍を超えていた(図 8)。次に、訪花動物を
分類ごとに解説する。 
 (ⅰ) 膜翅目（ハチ目）：ヒメフトモモへの訪花が確認されたハチ類は、外来のセイヨ
ウミツバチと在来の小型ハナバチ類 5 種類（イケダメンハナバチ Hylaeus ikedai・キ
ムネメンハナバチ Hylaeus incomitatus・オガサワラコハキリバチ Heriades 
fulvohispidus・オガサワラツヤハナバチ Ceratina boninensis・オガサワラチビドロハ
チ Stenodynerus ogasawaraensis）であった。2014 年と 2015 年の調査で、父島のセ
イヨウミツバチの訪花頻度に年毎の大きな違いは見られなかった。しかし、兄島では
2014 年に総撮影枚数 15938 枚中 1 枚の写真にセイヨウミツバチが映っただけであった



















花したハエ類はいずれも体長 5 mm 以下の小型のハエ類であった。父島のヒメフトモモ
には sp1、聟島では sp4・sp9 が主に訪花した。ハエ sp4 と sp9 の活動時間は 4 時～17
時の明るい時間帯だった。それに対してハエ sp1 の活動は薄暮（16 時～18 時, 4 時～7
時）に見られた。いずれの種も両植物種の蜜を舐める様子が多数回確認された。 
(ⅲ) 鱗翅目（チョウ目）：ヒメフトモモには夜間に 13 種類の大小様々なガ類が訪花
した。その多くは訪花回数が 5 回以下であり、10 回以上訪花した種は sp1 のみだった。 
(ⅳ) 甲虫目： カミキリ類は、兄・聟島で 3 種（オガサワライカリモントラカミキリ
Xylotrechus ogasawarensis・オガサワラトラカミキリ Chlorophorus boninensis・ム
コジマキイロトラカミキリ Chlorophorus kobayashii）が訪花した。いずれの種も頭部
を花に突っ込む行動が見られたが、訪花回数は 5 回以下だった。カミキリモドキは 1
種（オガサワラカミキリモドキ Eobia cinereipennis ogasawarensis）が父島で日中に
訪花する様子が撮影された。 
 (ⅴ) その他： 地上性の昆虫、網翅目（ゴキブリ）や直翅目（ササキリモドキ・カネ
タタキ）の訪花も確認された。網翅目は地表付近の花をカメラで撮影した際に多く訪花
が観察された。いずれの種も夜間に訪花した。訪花した個体の多くが翅をもたない幼体
だった。直翅目の訪花は兄島でのみ見られ、訪れたササキリモドキは、いずれも 1 cm 以
下の幼体だった。 























エ類の 7 割以上が sp1 であったのに対して、聟島では sp1 を含む 6 種類以上のハエが
頻繁に訪花していた(図 10)。 
(ⅲ) 鱗翅目（チョウ目）： 鱗翅目については、17 種類のガの訪花が確認されたが、




(ⅳ ) 甲虫目：カミキリムシ類は聟島で昼行性 2 種（ムコジマトラカミキリ
Chlorophorus boninensis・ムコジマキイロトラカミキリ）、兄島で夜行性 1 種（チャイ











父島の宮之浜において 4 種のカスミカメムシ類（セスジクロツヤカメムシ Deraeocoris 














































020a645999b3d2f1a43d.pdf、2016 年 1 月 7 日確認)。ただし、アノールの侵入域と未
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表 1. インターバル撮影を行った日数と撮影枚数. 
 Table 1. Data summarized from time-lapse photography. (details show in appendix 
table) 
A, Study date ; B, Total number of days studied ; C, Number of individuals studied ; D, 
Number of observed flowers ; E, Total number of photos ; F, Number of photos 
showing some visitors. 
  


































63 43 585 51,486 4,362 
       





























































セイヨウミツバチ 5:19-18:09 91 293 0 384 384 21 + + - + + 1
メンハナバチ類 6:12-15:47 0 22 356 378 378 15 - + - + + 2,3
オガサワラコハキリバチ 9:53-14:38 0 19 0 19 19 7 - + - + + 4
オガサワラツヤハナバチ 12:34-12:44 0 0 1 1 6 1 - + - + + 5
オガサワラチビドロバチ 15:43 0 1 0 1 1 1 - + - - - 6
双翅目
オガサワラツリアブ 8:00-14:43 0 3 47 50 50 9 - + - + + 7
オガサワラモモブトチビハナアブ 7:17-16:47 0 1 27 28 28 9 - + - + + 8
ハエ
sp1 4:34-18:32 158 0 0 158 158 6 - + - + + 9
sp3 8:46-13:45 0 0 8 8 12 2 - + - + + 10
sp4 6:56-16:56 0 3 448 451 451 5 - + - + + 11
sp8 17:45-4:50 0 0 5 5 5 2 - + - + - 12,13
sp9 7:25-15:34 1 0 223 224 224 5 - + - + + 14
sp10 5:08-15:52 1 3 3 7 11 4 - + - + - 15
sp13 6:10 1 0 0 1 1 1 - + - - - 16
sp14 17:12-17:16 0 0 2 2 2 1 - + - + - 17
sp17 10:04-15:30 15 0 0 15 15 1 - + - - + 18
sp19 4:52-5:00,
15:37-16:44
2 6 0 8 11 4 - + - + + 19, 20
sp21 5:11-7:27 0 10 0 10 10 2 - + - + + 21
カ (1cm未満) 17:58-19:44 3 0 4 7 21 6 - + - + + 22(1cm以上) 13:45-18:36 2 0 0 2 2 2 - + - + + 23
鱗翅目 ガ
sp1 17:31-5:00 9 30 0 39 56 18 - + - + + 24
sp2-シャクガ科？ 18:47-4:43 0 6 0 6 10 3 - + - + + 25
sp5 16:58-20:39 3 1 0 4 14 4 - + - + - 26
sp15 4:18 1 0 0 1 1 1 - + - + + 27
sp16-シャクガ科？ 18:46-19:58 2 0 0 2 2 2 - + - + - 28
sp27-ヤガ科の一種 22:37-22:43 0 1 0 1 4 1 - + - + - 29
オオシラホシアシブトクチバ 1:29-1:31 0 1 0 1 2 1 - + - + - 30
キタアシブトクチバ 21:07-3:29 0 4 0 4 6 2 - + - + - 31
表2. ヒメフトモモで観察された訪花者の行動記録
Table 2. The observed flower visitors on Syzygium cleyerifolium.
表2. ヒメフトモモで観察された訪花者の行動記録 （続き）



























キバネカクモンノメイガ 4:28 1 0 0 1 1 1 - + - + + 32
クロシオノメイガ 18:02-0:40 0 0 3 3 5 2 - + - + - 33
シロオビノメイガ 16:58-17:51 0 0 3 3 5 2 - + - + + 34
チビナミシャク？ 20:40-2:36 3 0 0 3 4 2 - + - + + 35
トベラクロスジナミシャク 2:17 1 0 0 1 1 1 - + - + - 36
甲虫目
オガサワライカリモントラカミキリ 12:33-14:37 0 2 0 2 6 1 + + - + + 37
オガサワラトラカミキリ 7:31-15:25 0 3 1 4 5 3 - + - + + 38
ムコジマキイロトラカミキリ 8:03-8:47 0 0 3 3 9 1 - + - + + 39
オガサワラカミキリモドキ 10:41-14:17 12 0 0 12 31 1 - + + + + 40
ヒメカタゾウムシの一種 15:03-4:23 0 10 0 10 51 1 - - - - - 41
オガサワラキボシハナノミ 13:01-15:43 0 2 0 2 2 2 - + - - + 42
ヒメハナノミ(茶色) 19:52-4:22 37 0 0 37 186 4 + + + - + 43
ヒメハナノミ(黒) 6:57-12:54 1 1 0 2 2 2 - + - - + 44
半翅目 ウスモンミドリカスミカメムシ 18:52-2:19 1 2 0 3 40 2 - + - - - 45
網翅目
コワモンゴキブリ 21:32-0:26 0 1 3 4 12 3 + + - + + 46
ヒメチャバネゴキブリ 22:23-3:47 0 4 0 4 7 1 - + - + + 47
ヒラタゴキブリ族 20:38-1:41 3 0 0 3 110 2 + - - + + 48
ゴキブリ幼体 ― 4 34 0 33 126 8 - - + + + 49,50,51
直翅目
ササキリモドキの一種 7:53-18:31 0 14 0 14 43 5 + - + + + 52
カネタタキの一種 20:45-21:21 0 2 0 2 8 1 - - - - - 53
オガサワラハネナシコロギス 19:45-22:23 4 0 0 4 5 1 - - - + + 54
爬虫類 オガサワラヤモリ 18:19-6:01 23 19 13 55 198 18 - - + + + 55
島ごとの訪花回数 行動




















膜翅目 セイヨウミツバチ 10:20-17:54 13 1 0 14 14 5 + + + + + + 1
双翅目
オガサワラモモブトチビハナアブ 5:25-17:49 1 0 66 67 67 2 + - - + - + 2
ハエ
sp1 ― 153 19 42 214 214 18 + + - + - + 3, 4
sp4 7:05-18:25 1 0 91 92 92 3 + + - + - + 5
sp5 4:39-18:05 2 0 258 260 260 3 + + - + - + 6
sp8 4:43-18:27 4 0 174 178 178 6 + + - + - + 7, 8
sp9 10:41-16:01 0 0 50 50 50 1 + - - + - + 9
sp10 15:03 0 0 1 1 1 1 + - - + - - 10
sp13 11:29-14:33 0 2 1 3 3 2 + - - + - - 11
sp14 4:37-6:27,
16:01-17:13
0 0 20 20 20 2 + + - + - - 12
sp15 14:45-14:49 0 0 1 1 3 1 + - - + - + 13
sp16 4:43-18:29 2 0 149 151 151 3 + + - + - + 14
sp19 7:13-17:55 21 0 0 21 21 3 + + - + - - 15
sp20 6:41 1 0 0 1 1 1 - + - + - - 16
sp22 9:29-12:27 3 0 0 3 3 1 + - - + - + 17
カ (1 cm未満) 19:11-8:45 0 1 18 19 49 3 + + - + - + 18(1 cm以上) 18:49-4:05 2 0 17 19 23 4 + + - + - + 19
鱗翅目 ガ
sp1 15:16-4:19 5 0 0 5 6 5 + - - + - + 20
sp2-シャクガ科？ 18:52-4:10 1 2 0 3 5 2 + - - + - + 21
sp8 19:15-0:23 1 4 0 5 7 2 + - - + - + 22
sp10-クロテンオオメンコガ？ 19:56-23:10 0 4 0 4 5 1 + - - + - - 23
sp16-シャクガ科？ 21:49-2:15 1 0 0 1 134 1 - + - + - - 24
sp18-ハガタオビハマキモドキ？ 9:59-10:15 1 0 0 1 9 1 - + - + - + 25
sp19 11:43-11:49 2 0 0 2 3 1 - + - + - + 26
sp22 18:34-1:32 1 1 0 2 9 2 + + - + - + 27
sp23-ヤガ科クチバ類の一種 19:52 1 0 0 1 1 1 - + - + - + 28
sp24-メイガ科の一種 21:35 1 0 0 1 1 1 - + - + - - 29
sp25-メイガ科？ 18:44 0 1 0 1 1 1 + - - + - - 30
表3.アカテツで観察された訪花者の行動記録
Table 3. The observed flower visitors on Planchonella obovata.
島ごとの訪花回数 行動





















sp31-キバガ科？ 0:36-0:38 1 0 0 1 2 1 + - - + - - 32
オガサワラヒゲブトクロアツバ 19:49-3:18 3 0 0 3 5 2 + - - + - + 33
クロシオノメイガ 1:15-1:21 0 0 1 1 4 1 + - - + - + 34
スカシホソヤガ 3:07-3;50 1 1 0 2 2 2 - + - + - - 35
トベラクロスジナミシャク 19:35 1 0 0 1 1 1 + - - + - + 36
甲虫目
ムコジマトラカミキリ 11:09-18:05 0 0 14 14 24 2 + - - + - + 37
ムコジマキイロトラカミキリ 11:15-17:23 0 0 17 17 32 1 + - - + - + 38
チャイロヒメカミキリ 21:41-0:15 0 4 0 4 5 1 + - - + + + 39
クロモンヒメカミキリ 13:31,19:03-0:31 16 0 1 16 25 2 + - - + - - 40
オガサワラカミキリモドキ 18:53-4:07 277 1 238 516 315 10 + + - + + + 41
コメツキの一種 18:49-4:01 9 5 18 32 53 5 + + - + + + 42
ヒメカタゾウムシの一種 14:38 0 1 0 1 1 1 - + + + - - 43
ヒメハナノミ(茶色) 20:29-4:09 45 2 0 47 47 5 + + - - + + 44
ヒメハナノミ(黒) 5:53-18:53 0 1 78 79 79 2 + - - - - + 45
脈翅目 カゲロウの一種 18:57-4:03 5 0 1 6 12 3 + + - + - + 46
半翅目
ルリカメムシ 8:12-8:26 0 1 0 1 7 1 - + - + - - 47
セスジクロツヤカスミカメムシ 18:58-5:14 188 0 0 188 188 9 + + - + - + 48
ウスモンミドリカスミカメムシ 16:09-6:21 199 0 0 199 199 7 + + - + - - 49
カスミカメムシの一種 16:37-10:17 212 0 0 212 212 2 + - - + - + 50
カスミカメムシの一種(茶色) 18:39-23:55 19 0 0 19 19 3 + + - + - - 51
網翅目
コワモンゴキブリ 19:47-0:25 2 3 0 5 19 4 + + - + - + 52
ヒメチャバネゴキブリ 20:04-1:44 1 1 0 1 69 2 + - - + - - 53
オガサワラゴキブリ 21:37-22:07 0 0 1 1 16 1 + - - + - - 54
ヒラタゴキブリ族 0:47-0:55 0 0 2 2 3 1 - + - + - - 55
ゴキブリ幼体 22:05-23:51 10 0 0 10 20 1 + - - + + + 56
直翅目 ササキリモドキの一種 ― 0 25 0 25 82 5 + - + - + + 57カネタタキの仲間 20:00-0:30 1 10 0 11 85 4 + + - - + + 58
爬虫類 オガサワラヤモリ 18:46-4:14 39 9 1 49 91 11 + + - - + + 59
表3.アカテツで観察された訪花者の行動記録（続き）
Table 3. The observed flower visitors on Planchonella obovata. (continued)
 
 
                    
 
図 1. 調査地の位置. 父島の調査地は計 7カ所（1,宮之浜周辺 ; 2,釣浜周辺 ; 3,長崎 ; 4,旭
山 ; 5,初寝浦展望台周辺 ; 6,中央山 ; 7, 岩山）で, そのうちヒメフトモモの調査は 2・4・5・
6, アカテツの調査は 1・3・5・7で行った. 兄島の調査地は滝之浦周辺から見返山周辺, お
よび北二子山南部の各所で行った. 
Fig. 1. Map showing the study sites in Chichi-jima , Ani-jima and Muko-jima.  In the 
sites of Chichi-jima, Syzygium cleyerifolium was studied at 2, 4, 5 and 6 , and 












27th Jul. 2014 20:00 28th 20:00     21:00      22:00      23:00    29th 0:00     1:00      6:00 
 
 29th 12:00     18:00     30th 0:00     6:00       12:00      18:00     31th 0:00       6:00 
 
31th 12:00     18:00    1st Aug. 0:00     6:00       12:00      18:00     2nd 0:00     6:00 
 
図 2. ヒメフトモモの開花. 2014 年 7 月 27 日から 8 月 2 日まで 6 時間間隔（開花日の 28 日深夜は 1 時間間隔）で撮影. 







図 3. ヒメフトモモ開花ステージの変化. 横軸は時刻. 





7th Jul. 20:00     8th 2:00        8:00       14:00       16:00       18:00       20:00      9th 2:00 
 
9th 8:00       14:00       20:00       10th 2:00       8:00        14:00       20:00        11th 2:00 
  
11th 8:00        14:00       20:00       12th 2:00       8:00             A case of corolla lost 
       
図 4. アカテツ雄花の開花 
2014 年 7 月 7 日 20:00 から 12 日 8:00 まで 6 時間間隔で撮影. 14 時に開花が始まり,20 時に平開,花粉の持ち去りは開花翌日の深夜 1:00 頃に始まった. 開花
は 2 日半維持され,1 日かけて花冠を閉じた. この個体の花は花冠が残っていたが,中には花冠が脱落する花もあった. 
Fig. 4. Flowering phenology of male tree of Planchonella obovata. (7th Jul. 2014 - 12th Jul. 2014). 
  
4th Jul 2014 11:00      13:00        15:00        17:00        19:00        21:00      
 
    23:00       5th Jul 1:00       3:00         5:00        7:00        9:00 
図 5. アカテツ雌花の蜜分泌の日変化 
2014 年 7 月 4 日の兄島の雌株における蜜分泌の変化を 2 時間間隔で撮影.  
この花では 21 時～22 時に蜜が持ち去られたため,蜜滴が小さくなった. 












図 6.アカテツ開花ステージの変化. 横軸は時刻. 
Fig. 6. The time series of phonologic events for the flower of Planchonella obovata.  
  
図 7. アカテツ雌花の開花  2014 年 7 月 7 日から 15 日までの 8 日間を一日おき間隔で撮影. 






       
図 8.ヒメフトモモの訪花頻度の日変化. A,聟島 B 兄島 C 父島. 横軸は時刻,縦軸は訪花頻度
(撮影された各訪花者の一花当たりの撮影回数). 
Fig. 8. Diurnal change of the visitation frequency of each insects and gecko to Syzygium 






































































Number of days 8
Number of images 5919





































































Number of days 32
Number of images 26560





































































Number of days 23
Number of images 19007
























































         
図9. アカテツの訪花頻度の日変化. A,聟島B兄島C父島. 横軸は時刻,縦軸は訪花頻度(撮影
された各訪花者の一花当たりの撮影回数). 
Fig. 9. Diurnal change of the visitation frequency of each insects and gecko to 
Planchonella obovata. The horizontal axis indicates time, and the vertival axis 






































































Number of days  5
Number of images 3662






































































Number of days 8
Number of images 6483






































































Number of days      38
Number of images 28440
Number of flowers     341
A. Muko-jima 























































図 10. アカテツに訪花したハエ類の種構成の島間の比較. A,聟島; B,兄島; C 父島, 
 横軸は時刻,縦軸は訪花頻度(撮影された各訪花者の一花当たりの撮影回数).総訪花回数が
25 回以下の種は the others にまとめて表記した. 
Fig. 10. Diurnal change of the visitation frequency of each fly species to P. obovata. The 





















































































































































































































Number of days      5 
Number of images 3662 
Number of flowers   19 
A. Muko-jima  
Number of days    8 
Number of images 6483 
Number of flowers  75 
C. Chichi-jima 
B. Ani-jima 
Number of days     38 
Number of images 28440 

















































Appendix table 1. Details of time-lapse photography for the observation of the  flower visitors
to Syzygium cleyerifolium.
撮影場所 撮影開始日時 撮影終了日時 樹形 撮影枚数 訪花が見られた枚数 平均花数
聟島 2014/9/16 10:34 2014/9/18 12:48 低木 1505 287 6.5
2014/9/16 10:52 2014/9/18 12:59 低木 1503 415 14.5
2014/9/16 10:34 2014/9/18 12:48 低木 1507 321 8.0
2014/9/16 13:15 2014/9/18 12:01 低木 1404 218 8.0
聟島合計 5919 1241 37.0
兄島 2014/7/4 11:52 2014/7/5 13:20 匍匐 767 6 10.0
2014/7/4 11:25 2014/7/5 12:39 匍匐 758 2 5.0
2014/7/4 11:51 2014/7/5 13:01 匍匐 756 5 5.5
2014/7/20 10:53 2014/7/21 20:11 匍匐 1000 15 9.0
2014/7/20 11:51 2014/7/21 15:37 匍匐 850 8 9.5
2014/7/20 9:46 2014/7/21 13:04 匍匐 820 23 10.0
2014/7/20 9:21 2014/7/21 13:15 匍匐 838 127 7.5
2014/7/20 10:38 2014/7/21 18:51 匍匐 968 121 7.5
2014/7/20 12:10 2014/7/21 14:38 匍匐 795 2 8.5
2014/7/25 9:49 2014/7/26 18:07 匍匐 970 29 7.0
2014/7/25 9:54 2014/7/26 12:15 匍匐 822 14 9.5
2014/7/25 9:35 2014/7/26 18:53 匍匐 1000 18 6.5
2014/9/22 10:45 2014/9/23 11:55 匍匐 756 79 7.0
2014/9/22 9:20 2014/9/23 14:04 匍匐 863 7 5.5
2014/9/22 11:01 2014/9/23 12:03 匍匐 752 62 5.5
2014/9/22 13:58 2014/9/23 8:00 匍匐 542 11 7.5
2015/6/17 11:03 2015/6/18 18:18 匍匐 819 66 18.0
2015/6/17 10:30 2015/6/18 15:56 匍匐 884 24 6.5
2015/7/21 10:24 2015/7/22 12:43 匍匐 789 70 15.5
2014/9/22 9:30 2014/9/23 14:10 低木 865 0 4.5
2014/9/22 9:32 2014/9/23 14:04 低木 857 9 4.0
2014/9/23 9:23 2014/9/25 4:19 低木 959 11 5.0
2015/7/20 11:05 2015/7/21 5:07 低木 541 8 7.5
2015/7/21 12:38 2015/7/22 15:38 低木 810 6 10.5
2015/7/24 12:41 2015/7/25 14:59 低木 789 11 3.0
2015/7/26 13:16 2015/7/27 17:30 低木 847 6 3.5
2015/7/24 9:45 2015/7/25 12:49 低木 812 14 8.0
2015/7/24 12:43 2015/7/25 16:15 低木 827 185 61.5
2015/7/26 13:15 2015/7/27 22:27 低木 996 121 39.0
2015/7/20 9:02 2015/7/21 13:14 不明 869 21 10.0
2015/7/21 11:03 2015/7/21 12:31 不明 764 31 5.0
2015/7/21 12:37 2015/7/22 17:47 不明 875 7 5.0
兄島合計 26560 1119 327.5
父島 釣浜 2014/7/28 10:41 2014/7/29 15:19 匍匐 891 3 12.0
釣浜 2014/7/28 10:37 2014/7/29 15:23 匍匐 867 144 7.5
旭山 2014/7/19 15:14 2014/7/20 21:24 低木 904 60 14.0
旭山 2014/7/21 15:06 2014/7/22 16:04 低木 750 26 5.5
旭山 2014/7/21 17:18 2014/7/22 23:16 低木 900 325 12.0
旭山 2014/7/21 16:58 2014/7/22 19:20 低木 792 30 9.0
旭山 2014/7/26 12:26 2014/7/27 16:30 低木 843 33 8.5
旭山 2014/7/26 12:46 2014/7/27 15:09 低木 793 29 9.5
旭山 2014/7/28 13:43 2014/7/29 14:57 低木 758 50 12.5
初寝浦 2014/6/28 12:02 2014/6/29 13:06 匍匐 754 36 18.5
初寝浦 2014/6/29 13:09 2014/6/30 16:39 匍匐 826 16 19.0
初寝浦 2014/7/10 11:12 2014/7/11 14:14 匍匐 812 27 11.0
初寝浦 2014/7/10 11:05 2014/7/11 15:38 匍匐 858 226 12.0
初寝浦 2014/7/24 10:01 2014/7/25 16:07 匍匐 904 120 8.5
初寝浦 2014/7/24 9:46 2014/7/25 10:54 匍匐 755 163 8.0
初寝浦 2014/7/26 11:23 2014/7/27 18:21 匍匐 930 195 5.0
初寝浦 2014/7/26 11:34 2014/7/27 15:32 匍匐 840 41 5.5
初寝浦 2014/7/26 11:29 2014/7/27 14:19 匍匐 806 150 2.0
中央山 2014/7/18 6:16 2014/7/19 7:18 低木 752 115 12.0
中央山 2014/7/18 6:33 2014/7/19 7:53 低木 763 84 5.5
中央山 2014/7/19 10:43 2014/7/20 17:09 低木 914 50 11.0
中央山 2014/7/19 10:38 2014/7/20 14:54 低木 849 40 6.0
中央山 2014/7/21 15:16 2014/7/22 16:06 低木 746 39 6.5
父島合計 19007 2002 221.0
全島合計 51486 4362 585.5
付表2. アカテツの訪花者観察におけるインターバル撮影の詳細データ. Mは雄花, fは雌花.
Appendix table 2. Details of time-lapse photography for the observation of the  flower visitors
to Planchonella obovata. m ; male flower , f ; female flower
撮影場所 撮影開始日時 撮影終了日時 性 撮影枚数 抜粋枚数訪花が見られた枚数 花数
聟島 2014/6/30 15:33 2014/7/1 16:05 m 737 686 684 11
2014/6/29 14:39 2014/6/30 15:15 f 739 215 213 2
2014/6/29 9:43 2014/6/30 9:45 f 722 208 206 3
2014/6/29 14:56 2014/6/30 15:18 f 732 11 9 2
2014/6/30 15:45 2014/7/1 16:07 f 732 11 9 1
聟島合計 3662 1131 1121 19
兄島 2014/7/4 10:05 2014/7/5 11:35 m 763 74 72 16
2014/7/4 10:16 2014/7/5 12:48 m 799 85 83 12
2014/7/4 8:11 2014/7/5 9:37 m 764 26 24 7
2015/6/17 16:48 2015/6/19 2:06 m 1000 198 196 20
2014/7/4 9:30 2014/7/5 10:22 f 747 28 26 7
2014/7/4 8:27 2014/7/5 8:34 f 724 32 30 6
2014/7/4 8:47 2014/7/5 11:44 f 810 4 2 5
2015/6/17 17:29 2015/6/18 22:39 f 876 3 1 2
兄島合計 6483 450 434 75
父島 宮ノ浜 2014/6/25 14:43 2014/6/26 16:39 m 779 254 252 15
宮ノ浜 2014/6/25 15:17 2014/6/26 16:47 m 767 505 503 17
宮ノ浜 2014/6/25 15:00 2014/6/26 16:44 m 774 378 376 10
宮ノ浜 2014/6/26 17:11 2014/6/27 17:45 m 738 126 124 16
宮ノ浜 2014/6/26 16:49 2014/6/27 17:47 m 750 30 28 10
宮ノ浜 2014/6/25 14:29 2014/6/26 14:37 f 724 150 148 4
宮ノ浜 2014/6/25 14:10 2014/6/26 16:16 f 785 15 13 6
宮ノ浜 2014/6/26 16:26 2014/6/27 17:06 f 741 18 16 10
宮ノ浜 2014/6/26 16:38 2014/6/27 15:58 f 701 97 95 9
長崎 2014/7/2 11:53 2014/7/3 11:53 m 722 10 8 6
長崎 2014/7/2 11:29 2014/7/3 14:07 m 800 30 28 25
長崎 2014/7/3 11:55 2014/7/4 17:13 m 879 63 61 6
長崎 2014/7/3 14:27 2014/7/4 17:27 m 812 43 41 29
長崎 2014/7/4 17:50 2014/7/5 19:28 m 771 3 1 8
長崎 2014/7/4 17:57 2014/7/5 19:19 m 762 59 57 23
長崎 2014/7/2 11:10 2014/7/3 13:20 f 786 63 61 5
長崎 2014/7/2 10:51 2014/7/3 11:51 f 751 9 7 2
長崎 2014/7/3 14:14 2014/7/4 16:52 f 800 58 56 10
長崎 2014/7/3 14:21 2014/7/4 16:59 f 800 65 63 6
長崎 2014/7/4 17:36 2014/7/5 19:46 f 786 56 54 5
長崎 2014/7/4 17:44 2014/7/5 19:40 f 779 52 50 2
長崎 2015/6/18 19:24 2015/6/19 18:44 f 701 54 52 2
初寝浦 2014/6/28 11:39 2014/6/29 12:49 m 757 10 8 14
初寝浦 2014/6/29 12:56 2014/6/30 13:42 m 744 146 144 13
初寝浦 2014/6/30 17:09 2014/7/1 18:11 m 754 10 8 14
初寝浦 2014/6/30 17:28 2014/7/1 18:25 m 750 7 5 12
初寝浦 2015/6/14 13:46 2015/6/15 21:08 m 942 111 109 16
初寝浦 2014/6/28 11:56 2014/6/29 12:16 f 702 2 0 5
初寝浦 2014/6/29 13:04 2014/6/30 15:42 f 800 4 2 0
初寝浦 2014/6/30 17:40 2014/7/1 18:32 f 747 8 6 14
初寝浦 2014/6/30 17:21 2014/7/1 17:25 f 723 3 1 1
初寝浦 2015/6/14 11:41 2015/6/15 12:29 f 754 3 1 0
岩山 2014/6/24 11:11 2014/6/25 12:19 m 755 74 72 3
岩山 2014/6/24 11:59 2014/6/25 12:27 m 735 12 10 2
岩山 2014/6/22 10:48 2014/6/23 11:32 f 746 130 128 7
岩山 2014/6/24 11:29 2014/6/25 12:13 f 744 229 227 11
岩山 2015/6/16 14:30 2015/6/17 16:12 f 772 40 38 3
父島合計 28333 2927 2853 341
合計 38478 4508 4408 435
  
Ⅰ, 膜翅目 ハチ目 HYMENOPTERA 
 
Ⅱ, 双翅目 ハエ目 DIPTERA 
付図 1.  Appendix figure 1. 
 
Ⅱ, 双翅目 ハエ目 DIPTERA 
Ⅲ, 鱗翅目 チョウ目 LEPIDOPTERA 
付図 1(続き).  Appendix figure 1(continue). 
 
Ⅲ, 鱗翅目 チョウ目 LEPIDOPTERA 
 
Ⅳ, 甲虫目 COLEOPTERA 
 







付図 1(続き).  Appendix figure 1(continue). 
 
Ⅶ, 網翅目 ゴキブリ目 BLATTARIA 
 
Ⅷ, 直翅目 バッタ目 ORTHOPTERA 
  






付図 1(続き).  Appendix figure 1(continue). 
  
付図 1. ヒメフトモモの訪花者. 
Appendix figure 1. Flower visitors to Syzygium cleyerifolium. 
アカテツのつぼみのサイズは 3～5 mm である. 必要に応じて別アングルの写真を添付した.  
Flower visitor photograph list. The size of the S. cleyerifolium is a 3 ~ 5 mm.  
 
(1)セイヨウミツバチ Apis mellifera Linnaeus, 1758 ; (2)イケダメンハナバチ Hylaeus ikedai 
Yasumatsu, 1936 ; (3)キムネメンハナバチ Hylaeus incomitatus Snelling ,1970 ; (4)オガサワラコハ
キリバチ Heriades fulvohispidus Yasumatsu & Hirashima, 1952 ; (5)オガサワラツヤハナバチ 
Ceratina boninensis Yasumatsu, 1955 ; (6) オ ガ サ ワ ラ チ ビ ド ロ バ チ  Stenodynerus 
ogasawaraensis Yamane & Gusenleitner, 1982 ; (7) オガサワラツリアブ  Exhyalanthrax 
ogasawarensis Matsumura, 1916 ; (8) オガサワラモモブトチビハナアブ Syritta snyderi Shiraki, 
1963 ; (9) ハエ sp1 ; (10)ハエ sp3 ; (11)ハエ sp4 ; (12)ハエ sp8 ; (13)ハエ sp8 別アングル ; (14)ハエ
sp9 ; (15)ハエ sp10 ; (16)ハエ sp13 ; (17)ハエ sp14 ; (18)ハエ sp17 ; (19)ハエ sp19 ; (20)ハエ sp19 
another angle 別アングル ; (21)ハエ sp21 ; (22)カ(1 cm 未満) ; (23)カ(1 cm 以上) ; (24)ガ sp1 ; (25)
ガ sp2-シャクガ科？ ; (26)ガ sp5 ; (27)ガ sp15 ; (28)ガ sp16-シャクガ科？ ; (29)ガ sp27-ヤガ科の一
種 ; (30)オオシラホシアシブトクチバ Achaea serva Fablicius, 1775; (31)キタアシブトクチバ 
Ophiusa coronata Fabricius, 1775; (32)キバネカクモンノメイガ Rehimena variegate Inoue, 1996; 
(33)クロシオノメイガ Erpis pacificalis pacificalis Hampson, 1898; (34)シロオビノメイガ Spoladea 
recurvalis Fabricius, 1775 ; (35)チビナミシャク？ ; (36)トベラクロスジナミシャク Gymnoscelis 
tristrigosa Butler, 1880 ; (37)オガサワライカリモントラカミキリ Xylotrechus ogasawarensis 
Matsushita, 1931 ; (38)オガサワラトラカミキリ Chlorophorus boninensis Kano, 1933 ; (39)ムコジ
マキイロトラカミキリChlorophorus kobayashii Komiya, 1976 ; (40)オガサワラハイイロカミキリモ
ドキ Eobia cinereipennis ogasawarensis Matsumura, 1915 ; (41)ヒメカタゾウムシの一種 ; (42)オ
ガサワラキボシハナノミ Hoshihananomia trichopalpis Nomura, 1975 ; (43)ヒメハナノミの一種 ; 
(44)ヒメハナノミの一種 ; (45)ウスモンミドリカスミカメムシ Taylorilygus apicalis Fieber, 1861 ; 
(46)コワモンゴキブリ Periplaneta Americana Linnaeus, 1758; (47)ヒメチャバネゴキブリBlattella 
lituricollis Walker, 1868; (48)ヒラタゴキブリ族の一種; (49) ゴキブリ幼体; (50)ゴキブリ幼体 ; (51)
ゴキブリ幼体 ; (52)ササキリモドキの一種; (53)カネタタキの一種 ; (54)オガサワラコバネコロギス
Neanias sp. ; (55)オガサワラヤモリ Lepidodactylus lugubris Duméril et Bibron, 1836 
  
Ⅰ, 膜翅目 ハチ目 HYMENOPTERA 
 
 
Ⅱ, 双翅目 ハエ目 DIPTERA 
付図 2.  Appendix figure 2. 
 
Ⅱ, 双翅目 ハエ目 DIPTERA 
 
Ⅲ, 鱗翅目 チョウ目 LEPIDOPTERA 
付図 2(続き).  Appendix figure 2(continue). 
 
Ⅲ, 鱗翅目 チョウ目 LEPIDOPTERA 
 
Ⅳ, 甲虫目 COLEOPTERA 
 
Ⅴ, 脈翅目 カゲロウ目 EPHEMEROPTERA     
付図 2(続き).  Appendix figure 2(continue). 
 
Ⅵ, 半翅目 カメムシ目 HEMIPTERA 
 
 
Ⅶ, 網翅目 ゴキブリ目 BLATTARIA 
  
Ⅷ, 直翅目 バッタ目 ORTHOPTERA      Ⅸ, 爬虫類 REPTILIA 
付図 2(続き).  Appendix figure 2(continue). 
付図 2. アカテツの訪花者. 
Appendix figure 2. Flower visitors to Planchonella obovate. 
アカテツのつぼみのサイズは 3～5 mm である. 必要に応じて別アングルの写真を添付した. 
Flower visitor photograph list. The size of the P. obovata bud is a 3 ~ 5 mm.  
 
(1)セイヨウミツバチ Apis mellifera Linnaeus, 1758 ; (2) オガサワラモモブトチビハナアブ Syritta 
snyderi Shiraki, 1963 ; (3) ハエ sp1 ; (4) ハエ sp1 another angle 別アングル ; (5)ハエ sp4 ; (6)ハ
エ sp5 ; (7)ハエ sp8 ; (8)ハエ sp8 another angle 別アングル ; (9)ハエ sp9 ; (10)ハエ sp10 ; (11)ハエ
sp13 ; (12)ハエ sp14 ; (13)ハエ sp15 ; (14)ハエ sp16 ; (15)ハエ sp19 ; (16)ハエ sp20 ; (17)ハエ sp22 ; 
(18)カ(1 cm 未満) ; (19)カ(1 cm 以上) ; (20)ガ sp1 ; (21)ガ sp2-シャクガ科？ ; (22)ガ sp8 ; (23)ガ
sp10-クロテンオオメンコガ？ ; (24)ガ sp16-シャクガ科？ ; (25)ガ sp18-ハガタオビハマキモド
キ？ ; (26)ガ sp19 ; (27)ガ sp22 ; (28)ガ sp23-ヤガ科クチバ類の一種 ; (29)ガ sp24-メイガ科の一種 ; 
(30)ガ sp25-メイガ科？ ; (31)ガ sp30-オスキバネヨトウ雌？ ; (32)ガ sp31-キバガ科？ ; (33)オガサ
ワラヒゲブトクロアツバ ; (34)クロシオノメイガ Erpis pacificalis pacificalis Hampson, 1898 ; (35)
スカシホソヤガ Stictoptera cucullioides Guenee,1852 ; (36) トベラクロスジナミシャク 
Gymnoscelis tristrigosa Butler, 1880 ; (37)ムコジマトラカミキリ Chlorophorus boninensis Kato, 
1933 ; (38)ムコジマキイロトラカミキリ Chlorophorus kobayashii Komiya, 1976 ; (39) チャイロヒ
メカミキリ Ceresium simile simile Gahan, 1890; (40)クロモンヒメカミキリ Ceresium signaticolle 
Matsumura et Matsushita, 1932 ; (41)オガサワラハイイロカミキリモドキ Eobia cinereipennis 
ogasawarensis Matsumura, 1915 ; (42)コメツキの一種 ; (43)ヒメカタゾウムシの一種 ; (44)ヒメハ
ナノミの一種  ; (45)ヒメハナノミの一種  ; (46)カゲロウの一種  ; (47)ルリカメムシ Plautia 
cyanoviridis Ruckes, 1963 ; (48)セスジクロツヤカスミカメムシ Deraeocoris ryukyuensis Nakatani, 
1996 ; (49)ウスモンミドリカスミカメムシ Taylorilygus apicalis Fieber, 1861 ; (50)カスミカメムシ
の一種 ; (51)カスミカメムシの一種 ; (52)コワモンゴキブリ Periplaneta Americana Linnaeus, 
1758 ; (53)ヒメチャバネゴキブリ Blattella lituricollis Walker, 1868 ; (54)オガサワラゴキブリ
Pscnoscelis surinamensis Linnaeus, 1759 ; (55)ヒラタゴキブリ族の一種 ; (56) ゴキブリ幼体 ; (57)
ササキリモドキの一種 ; (58)カネタタキの一種 ; (59)オガサワラヤモリ Lepidodactylus lugubris 
Duméril et Bibron, 1836 
